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みんなでまちづくりのこと、一緒に考えてみよう

  南丹市のおさいふ事情 財政特集

　
今
回
は
、
市
民
生
活
に
身
近
な「
市
の
し
ご

と
」を
例
に
、
ど
の
く
ら
い
予
算
が
使
わ
れ
て

い
る
か
解
説
し
ま
す
。

予
算
は
何
に

　
使
っ
て
い
る
の

Vol.2

バス運行
予算額　3.6億円
市営路線バス、デマンドバ
スの運行

地域振興
予算額　1.7億円
スプリングスひよしなどの
地域振興施設の管理・運営、
小学校跡施設の管理・運営、
自治振興補助、地域おこし
協力隊活動支援など

保育所・幼稚園運営
予算額　8.5億円
保育所6園、幼稚園3園、こど
も園4園などの運営、施設整備

子育て支援
予算額　9.6億円
子宝祝金、児童手当、子育て手
当支給事業、医療費助成、放課
後児童クラブ運営など

社会保障
予算額　16.7億円
国民健康保険事業(※2)、後期高齢者医療
事業(※2)、生活困窮者支援、生活保護費
など

高齢者福祉
予算額　8.7億円
敬老祝い事業、医療費助成、外出支援、
介護保険事業(※2)、老人クラブ活動助成
など

障害者福祉
予算額　14.8億円
障害福祉サービス、医療費
助成など

令和６年度一般会計当初予算の内訳
予算額 237億円

表示単位未満四捨五入

７　その他（※1）　28億円

１　民生費　64億円
２　総務費　49億円

３　公債費　31億円
４　土木費　26億円

５　衛生費　20億円
６　教育費　19億円

「
民
生
費
」
っ
て
い
う
の
が
一

番
多
い
み
た
い
だ
け
ど
、
ど
ん

な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

な
？

主
な
事
業
を

紹
介
し
ま
す
！
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公園整備
予算額　1.2億円
公園の再整備、維持・管理

診療所・病院
予算額　6.7億円
みやま診療所(※2)などの運営、
病院の運営（公立南丹病院組合に
よる運営）

常備消防
予算額　6.4億円
災害時の消火活動、人命救助（京
都中部広域消防組合による運営）

消防団活動
予算額　1.5億円
地元消防団による初期消火活動、
訓練など

生活インフラ
予算額　22.2億円
市道の新設整備や維持・管理、
河川の維持・管理、下水道事業
(※2)

ごみ処理・環境
予算額　6.9億円
ごみの収集・運搬（船井郡衛生管
理組合による運営）、環境保全、
３Ｒ推進

健康づくり
予算額　2.5億円
健診・予防接種、生活習慣病予
防、健幸ポイント事業など

農業支援
予算額　6.6億円
米、畜産、京野菜など生産農家
支援、機械導入補助など

庁舎管理
予算額　9.9億円
本庁・支所庁舎の維持・管理、
庁舎耐震改修工事など

公債費
予算額　31億円
建設事業などで借り入れた市債
（借金）の返済

小中学校
予算額　8.4億円
小学校7校・中学校5校の運営、
施設整備

※１　その他には、農林水産業
費、消防費、商工費、議会
費などが含まれます。

※２　国民健康保険、介護保険、
後期高齢者医療、下水道事
業などは特別会計で運営し、
一般会計が経費の一部を負
担しています。

※３　複数の自治体が行政サー
ビスの一部を共同で行うこ
とを目的として設置する行
政機関

病院、ごみ処理、常備
消防は、一部事務組合
(※3)で運営し、経費を
負担しています
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　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与を参考
にしながら、市議会の審議を経て条例や規則によって定
められます。
　市民の皆さんに、職員の給与などについて理解を深め
ていただくため、市職員の給与などの実態について令和
６年４月１日現在の主な内容を公表します。

（1） 人件費の状況（令和5年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（令和6年3月31日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B／A）

29,805人 24,739,558
千円

1,114,138
千円

3,969,358
千円 16.0％

※　人件費には、特別職（常勤および非常勤）・議員に支給される給
料・報酬などを含みます。（事業費支弁人件費を含みます。）

　　普通会計とは、地方財政分析上統一的に用いられる会計区分の
ことです。南丹市では、一般会計のみになります。

（3） 職員の平均年齢、平均給料月額および
　　平均給与月額の状況（令和6年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.6歳 315,544円 369,635円

技能労務職 － － －

※　「平均給料月額」とは、令和６年４月１日現在における基本給の
平均です。

　　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、通
勤手当、住居手当など諸手当の額を合計したものです。

（4） 一般行政職職員の初任給の状況（令和6年4月1日現在）

区　分
南丹市 国

初任給 2年目経過日 初任給 2年目経過日

大学卒 196,200円 206,600円 196,200円 206,600円

高校卒 166,600円 174,900円 166,600円 174,900円

学校卒業後、ただちに採用された職員の初任給と、その後引き続き
２年間勤務したときの給料月額は、次のとおりです。

（2） 職員給与費の状況（令和6年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　与　費 1人当たり 
の給与額 
（B／A）給　料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（B）

323人 1,248,349
千円

189,349
千円

497,624
千円

1,935,322
千円

5,992
千円

令和６年度の普通会計当初予算に計上された一般職員の給与費の
状況は次のとおりです。

※　職員手当には退職手当は含みません。

（5） 級別職員の状況（令和6年4月1日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事 36人 10.1％
２　級 主事 89人 24.9％
３　級 主査、主任 42人 11.7％
４　級 係長 48人 13.4％
５　級 課長補佐 77人 21.5％
６　級 課長、局長、支所担当長、参事 47人 13.1％

７　級 部長、会計管理者、次長、
教育参事、議会事務局長 19人 5.3％

計 358人 100.0％

職員数は、市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。
標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※　職員数は、市長、副市長、教育長及び船井郡衛生管理組合への
派遣職員を除いた数です。

（6） 職員手当の状況（令和6年4月1日現在）
区分 南丹市 国

扶
養
手
当

●配偶者　6,500円
●子　10,000円
●父母等 　１人につき　 6,500円

●満16歳～満22歳までの子１人につき　5,000円加算

南丹市
と同じ

住
居
手
当

●借家の場合
　 　月額16,000円を超える家賃支払い者に対し、

家賃月額により、月額28,000円を限度に支給
南丹市
と同じ

通
勤
手
当

●交通機関利用者は、55,000円を限度に全額を支給
●交通用具利用者は、通勤距離に応じ支給

南丹市
と同じ

管
理
職
手
当

●部長級　　給料月額の13.0％
●次長級　　給料月額の11.0％
●課長級　　給料月額の  9.0％

定額制

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 期末手当 勤勉手当 合　計

南丹市
と同じ

  6月期 1.225月分
（1.025月分）

1.025月分
（1.225月分）

2.25月分
（2.25月分）

12月期 1.225月分
（1.025月分）

1.025月分
（1.225月分）

2.25月分
（2.25月分）

計 2.45月分
（2.05月分）

2.05月分
（2.45月分）

4.5月分
（4.5月分）

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり
※（　　）内は、管理職員の支給月数です。

　2㎞以上　5㎞未満 月額　2,000円
　5㎞以上10㎞未満 月額　4,200円
10㎞以上15㎞未満 月額　7,100円
15㎞以上20㎞未満 月額10,000円
20㎞以上25㎞未満 月額12,900円
25㎞以上30㎞未満 月額15,800円
30㎞以上35㎞未満 月額18,700円
35㎞以上40㎞未満 月額21,600円
40㎞以上45㎞未満 月額24,400円
45㎞以上50㎞未満 月額26,200円
50㎞以上55㎞未満 月額28,000円
55㎞以上60㎞未満 月額29,800円
60㎞以上 月額31,600円

南 丹 市 職 員　
給与を公表します
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（参考）ラスパイレス指数の状況（令和5年4月1日現在）
国 京都府 京都市 南丹市 その他

100.0 99.2 101.4 97.0

府内市平均 98.8
（京都市除く）

府内市町村平均 97.7
（京都市除く）

全国市平均 98.6

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100.0とし
て算定した時の地方公務員の平均給与額の指数です。

（9） 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
南丹市では、令和４年４月に第４次「南丹市職員定員適正化計画」を

策定しました。これまでから非常に厳しい財政状況の中、市民協働
の推進や民間活力の活用など行政のスリム化を進めてきました。今
後も、さらなる職員の資質向上、効率的な組織体制の構築を目指し、
真に必要となる職員数を確保しつつ、また、定年延長制度の導入を
考慮しながら、定員の適正化を進めていきます。

（8） 職員数の状況（令和6年4月1日現在）

職　員　数
対前年
増減数令和5年度

（令和５年４月１日現在）
令和6年度

（令和6年４月１日現在）

一
般
行
政
部
門

議 会 4 4
総 務 90 94 4
税 務 15 16 1
民 生 89 73 △16
衛 生 26 21 △5
農林水産 19 19
商 工 10 11 1
土 木 29 30 1
小 計 282 268 △14

特
別
行

政
部
門

教 育 34 51 17
消 防 － －
小 計 34 51 17

公
営
企
業
等
会
計

部
門

病 院 8 8
上 水 道 11 11
下　　水 8 8
そ の 他 11 12 1
小 計 38 39 1

合　計 354〔 397 〕 358〔 397 〕 4

計画期間
数値目標

始　期 終　期

令和４年４月１日 令和９年４月１日
　 令 和4年4月 に360人 で あった
職員総数を、 令和9年度末までに

「0.8％」にあたる「3人」を削減する。

区　　分 職員数（人） 構成比（％）男 女
20歳未満 3 2 1 0.8

20歳～23歳 14 5 9 3.9
24歳～27歳 32 11 21 8.9
28歳～31歳 37 19 18 10.4
32歳～35歳 39 18 21 10.9
36歳～39歳 23 15 8 6.4
40歳～43歳 19 10 9 5.3
44歳～47歳 37 22 15 10.3
48歳～51歳 70 38 32 19.6
52歳～55歳 46 22 24 12.9
56歳～ 38 23 15 10.6

合　計 358 185 173 100.0

1. 部門別職員数の状況

1. 定員適正化目標（数・率）

令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年
360人 360人 360人 359人 359人 357人
360人 354人 358人

2.  各年４月１日現在における定員の数値目標と総職員数
　（上段：目標値、下段：職員数）＊職員数は地方公共団体定員管理調査と同数です。

2. 年齢別職員構成の状況

退
職
手
当

自己都合 応募認定退職・定年退職

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.7090月分

最高限度額 47.7090月分 47.7090月分
・定年前早期退職特例措置あり（２％～30%加算）

退
職
手
当

区　分 算定方式 支給時期
市　長 給料月額×任期１年につき530/100 任期毎に支給
副市長 給料月額×任期１年につき315/100 任期毎に支給
教育長 給料月額×任期１年につき270/100 任期毎に支給

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

※　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく職員数です。
［　　　］内は、条例定数の合計です。

特
殊
勤
務
手
当

区　分 全職種
特殊勤務手当予算額 525千円
職員全体に占める手当
支給対象職員の割合 6.46％

給料総額に対する比率 0.04％

手当の種類（手当数） 2種類

代表的な手当の名称 伝染病防疫等作業手当・汚物処理作業手当

※　令和6年度の普通会計当初予算に計上された一般職員に係る特
殊勤務手当の状況です。

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

区　　分 報酬等月額 期末手当支給割合

市 長 870,000円
（739,500円）

副 市 長 730,000円
（657,000円）

教 育 長 650,000円
（585,000円） 6月期1.7月分

議 長 470,000円 12月期1.7月分

副 議 長 415,000円 計　3.4月分

常 任 委 員 長 390,000円 （加算措置あり）

議会運営委員長 390,000円

議 員 380,000円

（7） 特別職の報酬などの状況（令和6年4月１日現在）

※　（　　　）は、自主カット後の月額です。

区　分
部　門
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　10月15日、南丹市スポーツ少年団体力
測定会が実施されました。この測定会は、
京都トレーニングセンターがスポーツ庁の
事業で設立したコンソーシアムとして実施
し、今回は、中学生女子バスケットボール
チームの「リトルジャイアンツ」が参加し
ました。測定会では、体組成測定や姿勢
チェックの他、柔軟性や瞬発力や筋パワー
などの様々な項目を測定しました。
　測定を通じて自身の長所や課題を発見す
ることは、日頃の健康はもちろん、競技力
向上やケガ予防にもつながります。

　全日本女子学童軟式野球大会が石川県で
開催され、小向山少年野球倶楽部の東

あずま
 香

か

里
り

奈
な

さん、近
ちか

本
もと

 美
み

乃
の

梨
り

さん、中
なか

村
むら

 咲
さ

希
き

さ
んの3名が京都女子選抜チームに選出され、
同大会に出場しました。
　 全 国44都 道 府 県46チ ー ム が 出 場 し た
大会に京都女子選抜チーム「京都スマイル
ガールズ」は決勝戦で惜しくも敗れてしま
いましたが、準優勝という輝かしい成績を
残しました。

野
球
女
子
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出

７
／
27
～
８
／
１　
全
日
本
女
子
学
童
軟
式
野
球
大
会

▲左から中村さん、東さん、近本さん

　10月19日、サッカーＪ１リー
グ、 京 都 サ ン ガ Ｆ.Ｃ.の ホ ー ム
ゲームに合わせて、南丹市ホーム
タウンデーが開催されました。
　当日は、道の駅京都新光悦村に
よるPRブース出展などを実施し、
南丹市の紹介や特産品の販売を行
い、多くの方に足を運んでいただ
きました。
　また、サガン鳥栖をホームスタ
ジアムに迎えての一戦は、緊迫し
た試合展開が続きましたが、試合
後半にサンガが２得点を挙げ、２
－０で見事勝利を収めました。J
１残留を左右する重要な試合での
勝利に、スタジアムは大きな盛り
上がりを見せました。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
で
サ
ン
ガ
快
勝

10
／
19　
京
都
サ
ン
ガF.C.　
南
丹
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

▲PRブースの様子

▲試合勝利を喜ぶ選手とサポーターたち

▲測定会の様子

10
／
15　
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
力
測
定
会

自
身
を
知
り
、競
技
力
の
向
上
を
目
指
す

ⓒKYOTO.P.S.
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▲二九代表取締役社長、西村市長ら

　錠剤製造用金型（杵・臼）の製造・販
売において、国内で高いシェアを誇る

「株式会社ツー・ナイン・ジャパン」
から企業版ふるさと納税として寄附を
いただき、10月23日、西村市長から
二九代表取締役へ感謝状を贈呈しまし
た。
　なお、寄附金は寄附者の意志を尊重
し、JR園部駅周辺の改修や、児童老人
センターの改修、学校の教育備品の購
入に充てられる予定です。

南
丹
市
の
地
方
創
生
に
多
大
な
貢
献

10
／
23　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈

▲角力式の様子

　摩気神社神幸祭は毎年10月中旬の2
日間にわたり行われており、今年の収
穫に感謝し、来年の五穀豊穣を願う農
耕の神事であり、摩気地域の伝統行事
となっています。
　今年は12日から13日にかけて行わ
れ、摩気神社から御旅所までの神輿巡
行や、13日の午前2時頃からは神事が
開かれ、角力(すもう）式などが厳かな
雰囲気の中、執り行われました。　　

▲追悼式の様子

　10月21日、日吉生涯学習センター
で、南丹市戦没者追悼式が行われ、ご
遺族や来賓が参列し、第二次世界大戦
などで亡くなった全ての犠牲者に対し
冥福を祈りました。
　西村市長は「ロシアによるウクライ
ナ侵攻、イスラエルとパレスチナの紛
争など、各地で多くの尊い命が犠牲と
なっている現状があり、世界平和の実
現にはなお厳しいものがあるが、こう
した現実を受け止め、未来を担う子ど
もたちに平和の尊さを伝えていきた
い」と話しました。

世
界
平
和
の
実
現
に
向
け
て

10
／
21　
南
丹
市
戦
没
者
追
悼
式

▲事例発表の様子

　10月５日、iスタやぎで令和６年度 
学びの南丹 南丹市人権教育講座（第２
講）を開催しました。
　今回は「インターネットと人権～や
めよう、衝動に駆られた投稿～」を
テーマに、SNSでの虚偽や誹謗中傷な
どについて、京都府立大学の浅田太郎
教授による講演を行いました。
　近年社会問題となっている事象だけ
に参加者も熱心に話を聞いている様子
が伺えました。

ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権
を
考
え
る

10
／
5　
南
丹
市
人
権
教
育
講
座

五
穀
豊
穣
を
願
う
伝
統
行
事10

／
12
・
13　
摩
気
神
社
神
幸
祭
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「何度も住所や氏名を書くのが面倒」「長い時間待たされる」「市役所に行く時間がない」
市役所窓口での手続きや証明書の申請などで感じられるさまざまなストレスを減らし、
市民の皆さまの生活スタイルに合わせた選択肢を増やすよう、
窓口の課題解決に向けた取り組みを進めます。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
証

明
書（
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
）

が
取
得
で
き
る「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」

を
令
和
５
年
度
か
ら
南
丹
市
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
か
ら
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
か
か
る
証
明
書
交
付
手
数
料
が
現
在
の
１

通
３
０
０
円
か
ら
１
５
０
円
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
得
に
証
明
書
を
取
得
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
本
庁（
中
央
庁
舎
）１
階
に

も
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
店
舗
に
設
置
さ
れ
て
い

る
端
末
と
同
じ
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
証
明
書
の
取
得
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

操
作
が
わ
か
ら
な
い
方
に
は
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
役
所
本
庁
窓
口
の
市
民
課
お
よ
び

税
務
課
で
導
入
し
て
い
る「
セ
ミ
セ
ル

フ
レ
ジ
」を
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
各

支
所
の
窓
口
に
も
導
入
し
ま
す
。

　
証
明
書
交
付
手
数
料
な
ど
の
お
支
払

い
の
際
、
職
員
を
介
さ
ず
、
ご
自
身
で

レ
ジ
に
お
金
を
入
れ
、
つ
り
銭
も
ご
自

身
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
証
明
書
交
付
手
数
料
の
支

払
い
に
利
用
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
）も
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
の
で
、
よ
り
便
利
に
支
払
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

証明書はコンビニ交付が便利でお得！
令和７年１月から手数料が半額になります

支所窓口にもセミセルフレジを導入
キャッシュレス決済もスタート！

もっと便利に、スマー トに

▲本庁窓口で導入しているセミセルフレジ

【取得できる証明書】
・住民票の写し…本人および世帯員分
・印鑑登録証明書…本人分のみ

【利用時間】 午前６時30分~午後11時
※営業時間（市役所開庁時間）内に限る
※年末年始、メンテナンス日は除く

【必要なもの】
・マイナンバーカード
・利用者証明用電子証明書
　（４桁の暗証番号が必要）
・手数料 （１通300円）

コンビニ交付サービス

令和７年１月以
降は…
１通150円に！
市役所本庁に設
置するマルチコ
ピー機でもお得
に取得可！

～書かない、待たない、行かない窓口を目指して～　 問い合わせ先
市民課（窓口に関すること）
　℡（０７７１) ６８ー０００５
情報課（システムに関すること）
　℡（０７７１）６８ー００６６

▲本庁に設置予定の
マルチコピー機
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「何度も住所や氏名を書くのが面倒」「長い時間待たされる」「市役所に行く時間がない」
市役所窓口での手続きや証明書の申請などで感じられるさまざまなストレスを減らし、
市民の皆さまの生活スタイルに合わせた選択肢を増やすよう、
窓口の課題解決に向けた取り組みを進めます。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
南
丹
市
役
所
の
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）か
ら
申
請
手
続
き

が
で
き
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」を
始
め

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
窓

口
へ
出
向
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

郵
送
で
証
明
書
な
ど
を
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
時
間
や
場

所
を
問
わ
ず
自
宅
で
も
手
軽
に
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
数
料
な

ど
の
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

い
で
行
い
、
請
求
さ
れ
た
証
明
書
は
、

自
宅
に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
後
も
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ「
友
だ
ち
追
加
」を
し
て
、
便
利
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
役
所
窓
口
で
の
各
種
申
請
書
や
届
書
の

手
書
き
に
よ
る
負
担
軽
減
と
、
窓
口
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
令
和
７
年
１
月
か
ら

本
庁
お
よ
び
各
支
所
窓
口
に「
書
か
な
い
窓

口
」（
申
請
書
自
動
作
成
シ
ス
テ
ム
）を
導
入

し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る「
住
所
」や「
氏
名
」の
情
報

を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
取
り
、
申
請
書

や
届
書
に
印
字
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
暗
証
番
号
の
入
力
は
不
要
で
、
職
員

が
来
庁
者
か
ら
必
要
な
手
続
き
内
容
を
聞
き

取
り
、
操
作
を
行
い
ま
す
。

　
「
書
か
な
い
窓
口
」シ
ス
テ
ム
で
作
成
で
き

る
の
は
一
部
の
書
類
の
み
で
す
が
、
証
明
書

の
交
付
申
請
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

の
手
続
き
、
身
近
な
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
後

の
手
続
き
な
ど
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
、
申
請
用
の
顔
写
真
撮
影
や
、

来
庁
が
困
難
な
方
の
個
宅
訪
問
、
地
域
や
職

場
な
ど
に
出
向
い

て
申
請
を
受
付
す

る
出
張
申
請
も
実

施
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
が
あ

れ
ば
市
民
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

マイナンバーカードが便利に使える
「書かない窓口」はじめます

令和７年１月スタート！

もっと便利に、スマー トに
～書かない、待たない、行かない窓口を目指して～　

南丹市役所の公式
LINE（ライン）で
イベント情報や市
政情報を発信して
います。左の二次
元 コ ー ド を 読 み
取って「公式アカ
ウント」から「友だ
ち追加」してくだ
さい。

広がる！使える！
マイナンバーカードの

活用

▲住所や氏名の情報を読み
取って印字する「書かない
窓口」システム

南丹市役所
公式LINE

↑友だち追加
してね！

いつでも、どこでも、行かなくても
スマートフォンでオンライン申請
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ま
た
、
集
落
の
伝
統
行
事
と
し
て
京

都
府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財『
大
送
神
社

の
綱
引
き
』が
あ
り
ま
す
。
村
人
を
苦
し

め
て
い
た
大
蛇
を
武
士
が
打
ち
取
っ
た

故
事
に
ち
な
み
、
区
民
が
南
北
に
分
か

れ
て
綱
を
引
き

合
い
、
そ
の
勝

敗
で
豊
作
と
な

る
農
産
物
を
占

う
神
事
で
、
村

の
誇
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
、
集
落
支
援
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
。
テ
ー
マ
を

次
の
よ
う
に
決
め
、
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
78
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
八
木
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

日
置
区
は
、
八
木
支
所
か
ら
車
で
約

10
分
。
71
世
帯
、
人
口
1
3
7
人
、
高

齢
化
率
55
・
5
％
の
集
落
で
す
。
亀
岡

盆
地
の
北
端
に
位
置
し
、
集
落
全
体
が

南
向
き
で
、
そ
の
昔
は
太
陽
の
位
置
を

見
て
盆
地
全
体
に
時
間
を
告
げ
て
い
た

こ
と
か
ら「
日
置
」と
名
づ
け
ら
れ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

集
落
は
山
裾
に
広
が
り
、
前
面
が
田

畑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
田
畑
は
約
40 

ha

程
で
、
米
作
を
生
業
と
し
た
集
落
で
し

た
が
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
、
移
住
者
の

方
に
お
子
さ

ん
が
生
ま

れ
、
集
落
の

明
る
い
話
題

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
安
心
・
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は

集
落
を
通
過
す
る
自
動
車
に
警
告
の
た

め
、
交
通
安
全
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

　
「
健
康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

圃
場
整
備
が
さ
れ
た
田
ん
ぼ
に
フ
ッ
ト

パ
ス（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
）を
３

コ
ー
ス
設
け
ま
し
た
。
田
園
の
中
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
の
は
気
持
ち
が
い

い
で
す
。

　

ま
た
、
南
丹
市
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

と
協
働
し
、
区
民
に「
な
ん
た
ん
健
幸
ポ

イ
ン
ト
」へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
多
く

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
体
組
成
計
を

月
１
回
公
民
館
に
設
置
し
て
計
測
し
て

お
り
、
区
民
の
健
康
増
進
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
「
交
流
広
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
健

康
の
た
め
、
絆
を
深
め
る
た
め
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
場

所
と
し
て
整
備
予
定
で
す
。

　

今
後
も
区
民
の
健
康
長
寿
と
安
心
・

安
全
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
む
ら
を
目
指

し
ま
す
。

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
集
落
支
援
員
室

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

▲令和6年7月に開催された、移住者と京
都移住コンシェルジュとのヒアリング

八
木
町
日ひ

置お
き
区

安
全
・
安
心　
健
康
長
寿
め
ざ
す
！

▲区民が南北に分かれて綱を引
き合う

▲集落の風景

日置区ホームページ

大送神社の綱引き動画
＜森の京都DMO作成＞
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本
校
で
は
、
自
分
や
友
達

の
好
き
な
こ
と
・
得
意
な
こ

と
を
互
い
に
知
っ
て
、
大
切

に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず『
ま

ず
は
や
っ
て
み
る
』と
い
う

本
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

と
も
関
連
さ
せ
、「
え
え
や

ん
」を
合
言
葉
に
６
月
と
12
月

に
人
権
旬
間
を
設
け
、
人
権

に
つ
い
て
深
く
考
え
、
学
び

合
う
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
え
え
や
ん
〜
一
緒
に
、

や
っ
て
み
よ
う
！
〜
」で
す
。
昨
年
度
か
ら

副
題
を
変
え
、
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
と
い

う
安
心
感
や
空
気
感
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

一
人
一
人
の
良
さ
を
認
め
合
い
、
発
揮
し

合
う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
力
を
伸
ば
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
の
人
権
旬
間
で
は
、
今
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
い
て
、
各
学
級
で
人
権

目
標
と
取
組
を
考
え
、
給
食
の
時
間
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
や
掲
示
物
等
を
使
っ
て
全
校
で

共
有
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
５・６
年
生
の

委
員
会
活
動
で
は
、
朝
か
ら
笑
顔
で
挨
拶

を
す
る
こ
と
で
み
ん
な
の
笑
顔
を
増
や
そ

う
と
挨
拶
運
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
様
々

な
取
組
を
児
童
が
考
え
て
行
い
ま
し
た
。

人
権
旬
間
後
に
は
、
各
学
級
で
取
組
を
通

し
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
、
代

表
の
児
童
が
人
権
ま
と
め
集
会
で
全
校
の

前
で
発
表
し
合
い
ま
し
た
。
大
切
に
し
た

い
こ
と
を
話
し
合
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
表
現
し
た
り
、
友
達
の「
え
え
や
ん
」

を
見
つ
け
て
伝
え
た
り
す
る
等
、
普
段

の
行
動
や
言
葉
を
改
め
て
見
つ
め
直
す

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
人
権
の

歌「
手
を
つ
な
ご
う
〜
と
も
に
生
き
る

〜
」を
全
校
で
合
唱
し
ま
し
た
。
一
人
一

人
の
歌
声
を
重
ね
、
気
持
ち
を
一
つ
に

し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
権
旬
間
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
楽
し

い
学
校
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続

き
、
全
教
育
活
動
を
通
し
て
人
権
教
育

に
取
り
組
み
、「
え
え
や
ん
」が
溢
れ
、

い
き
い
き
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
美
山
小
学
校
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

南
丹
市
立
美
山
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
谷た

に　
夏な
つ
希き
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約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
専

門
家
に
確
認
を
依
頼
し
た
り
、
複
数

の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
っ
た

り
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

訪
問
販
売
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す

●
給
湯
器
や
リ
フ
ォ
ー
ム
勧
誘
の
ト

ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
訪
問
販
売
は
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
期
間
が
過

ぎ
て
も
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
家
族
や
周
囲
の
人
は
、
不
審
な
人

物
が
来
て
い
な
い
か
、
見
慣
れ
な
い

書
面
が
な
い
か
な
ど
、
高
齢
者
の
様

子
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事例  近所で工事しているという事業者が
来訪し「お宅の屋根がめくれているのが見
えた。屋根に登って点検する」と言うので
依頼した。点検後、屋根が浮いている写
真を見せられ、そのままにしておけない
と思い、約30万円の修理を契約した。そ
の後、家族の勧めでハ
ウスメーカーに確認し
てもらうと「釘を引き抜
いたような新しい傷が
ある」と言われた。

（６0歳代・女性）

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

 

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
商
工
観
光
課
）

お気軽にご相談ください

屋
根
の
点
検
商
法
に
注
意
！

●
突
然
訪
問
し
て
き
た
事
業
者
に
点

検
さ
せ
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

●
わ
ざ
と
壊
し
て
撮
影
し
勧
誘
す
る

悪
質
な
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

●
保
険
金
で
直
せ
る
と
言
わ
れ
て
も

保
険
が
使
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
修
理
を
勧
め
ら
れ
て
も
す
ぐ
に
契

★★  

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

高学年児童が考えたキャラクター
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パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
ま
す〈
人
権
施
策
〉

●
意
見
を
募
集
す
る
方
針
　「
南

丹
市
人
権
施
策
基
本
方
針
」（
素

案
）

●
公
開
場
所
・
提
出
様
式
　
人
権

政
策
課
お
よ
び
各
支
所
総
務
課
に

備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
・
入
手
で
き
ま

す
。

●
募
集
期
間
　
11
月
25
日（
月
）

～
12
月
23
日（
月
）※
必
着

●
対
象
者
　
・
市
内
に
在
住
、
在

勤
、
ま
た
は
在
学
の
方

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
、
そ

の
他
の
団
体

・
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
方

●
提
出
先
お
よ
び
方
法
　

・
持
参　
人
権
政
策
課
ま
た
は
各

支
所
総
務
課

・
郵
送　
〒
６
２
２
－
８
６
５
１

南
丹
市
園
部
町
小
桜
町
47
番
地　

人
権
政
策
課
あ
て

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
１
－
６
３
－
２ 

８
５
０　
人
権
政
策
課
宛
て

・
Ｅ
メ
ー
ル　

jinken@
city.

nantan.lg.jp

・
意
見
提
出
フ
ォ
ー
ム 

（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

問
人
権
政
策
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し

ま
す〈
こ
ど
も
計
画
〉

　
●
意
見
を
募
集
す
る
計
画
　「
南

丹
市
こ
ど
も
計
画（
仮
称
）」（
素

案
）

●
公
開
場
所
・
提
出
様
式
　
こ
ど

も
家
庭
課
お
よ
び
各
支
所
総
務
課

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
・
入
手
で

き
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
12
月
４
日（
水
）

～
12
月
27
日（
金
）※
必
着

●
対
象
者
　
・
市
内
に
在
住
、
在

勤
、
ま
た
は
在
学
の
方

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
、
そ

の
他
の
団
体

・
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
方

●
提
出
先
お
よ
び
方
法
　

・
持
参　
こ
ど
も
家
庭
課
ま
た
は

各
支
所
総
務
課

・
郵
送　
〒
６
２
２
－
８
６
５
１

南
丹
市
園
部
町
小
桜
町
47
番
地　

こ
ど
も
家
庭
課
宛
て

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
１
－
６
８
－
１ 

１
６
６　
こ
ど
も
家
庭
課
宛
て　

・
Ｅ
メ
ー
ル　

be-kodom
o@

city.nantan.lg.jp

・
意
見
提
出
フ
ォ
ー
ム（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

問
こ
ど
も
家
庭
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

休
廃
止
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
労
働
従
事

者
じ
ん
肺
健
診
の
実
施
に
つ
い
て

●
対
象
者
　
す
で
に
休
廃
止
さ
れ

た
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
に
か
つ
て
従
事

し
て
い
た
方

●
負
担
金
　
１
，
０
０
０
円　
　

※
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
無
料

●
場
所
　（
一
財
）京
都
工
場
保
健

会●
健
診
実
施
期
間
　
令
和
７
年
１

月
～
２
月

●
申
込
期
限
　
12
月
６
日（
金
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

献
血
・
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
採
血

車
に
よ
る
献
血
と
骨
髄
ド
ナ
ー
登

録
会
を
実
施
し
ま
す
。
人
の
生
命

を
救
え
る
大
切
な
献
血
。
多
く
の

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
26
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
15
分

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分　

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館　

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

市
営
住
宅（
公
営
住
宅
）の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

●
申
込
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

場
所
が
あ
る
こ
と
。

※
他
に
、
収
入
額
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
住
宅
　
11
月
29
日

（
金
）以
降
に
、
市
役
所
、
各
支
所

等
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
12
月
3
日（
火
）

～
12
月
13
日（
金
）（
土
・
日
を
除

く
）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

●
申
込
方
法
　
住
宅
入
居
申
込
書

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
者
募
集
案
内
書
、
提
出
書

類
様
式
は
11
月
29
日（
金
）か
ら
各

受
付
場
所
に
て
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
付
場
所
　
都
市
計
画
課
お
よ

び
各
支
所
総
務
課

●
入
居
選
考
　
入
居
資
格
を
有
す

る
方
の
中
か
ら
、「
南
丹
市
営
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」に
基
づ
き
選
考
し
ま
す
。

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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●
入
居
予
定
　
令
和
７
年
２
月
下

旬　問
都
市
計
画
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

償
却
資
産
は
１
月
31
日
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い

　
南
丹
市
内
に
固
定
資
産
税
の
対

象
と
な
る
償
却
資
産（
事
業
用
資

産
）を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有

状
況
を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
書
提
出
先（
郵
送
）

京
都
地
方
税
機
構
事
務
局　

業
務
課　
償
却
資
産
担
当

〒
６
０
２
－
８
５
７
０

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新
町
西

入
薮
ノ
内
町　
京
都
府
庁
旧
本
館

２
階

●
申
告
書
提
出
期
限

令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

※
提
出
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
な
る

べ
く
令
和
７
年
１
月
14
日（
火
）ま

で
の
早
期
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
京
都
地
方
税
機
構
事
務
局

ＴＥＬ
０
７
５
－
４
１
４
－
４
５
０
３

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
令
和
７
年
１
月
６
日（
月
）納
期

限
〉

・
市
府
民
税
・
森
林
環
境
税（
普

通
徴
収
）第
４
期
分

問
税
務
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６

期
分

問
市
民
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
７
期
分　
　
　

問
高
齢
福
祉
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
12
月
分

・
保
育
所
延
長
保
育
料
11
月
分

・
一
時
保
育
料
11
月
分

・
幼
稚
園
給
食
費
12
月
分

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
11
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
12
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
12
月
分　
　

問
都
市
計
画
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
12
月
分　
　
　
　

問
学
校
教
育
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
12

月
分

問
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
30
日

（
い
い
み
ら
い
）を「
年
金
の
日
」と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
京
都
西
年
金
事

務
所

ＴＥＬ
０
７
５
－
３
２
３
－
１
１
７
０

京
都
府
南
丹
警
察
署
か
ら
の
お
知

ら
せ

〈
防
犯
メ
ー
ル
の
登
録
に
つ
い
て
〉

　
京
都
府
警
察
で
は
、
防
犯
メ
ー

ル
登
録
者
に
対
し
て
、
痴
漢
等
の

発
生
情
報
や
特
殊
詐
欺
等
の
発
生

情
報
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
配
信

し
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

　〈
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご

協
力
を
〉

　
全
国
で
は
約
５
９
０
人
の
指
名

手
配
被
疑
者
が
逃
亡
中
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に

は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
是
非
と

も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
か
け
た
場
合
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
。

　
１
１
０
番
ま
た
は
南
丹
警
察
署

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
京
都
府
南
丹
警
察
署

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
０
１
１
０

京都地方税機構
ホームページ

日本年金機構
ホームページ

防犯メールの
登録はこちら

京都府警察本部
ホームページ

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

南
丹
市
小
規
模
企
業
支
援
事
業
補

助
金
に
つ
い
て

　
市
内
の
小
規
模
企
業
者
の
経
営

安
定
の
た
め
、
対
象
融
資
制
度
の

利
子
補
給
と
京
都
信
用
保
証
協
会

の
信
用
保
証
料
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

●
対
象
者
　
常
時
使
用
す
る
従
業

員
の
数
が
20
人（
商
業
ま
た
は
サ

ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る

事
業
者
に
あ
っ
て
は
５
人
）以
下

の
法
人
ま
た
は
個
人
で
、
次
の
①

②
③
全
て
を
満
た
す
方

①
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
方

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

③
南
丹
市
商
工
会
の
会
員

●
申
請
方
法
　
令
和
７
年
１
月
６

日（
月
）
～
20
日（
月
）の
間
に
、

南
丹
市
商
工
会
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
用
紙
は
商
工
会
本
所

お
よ
び
各
支
所
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

問
南
丹
市
商
工
会　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
８
０

人
材
募
集

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

●
概
要
　
入
隊
後
２
年
毎
に
継
続

又
は
就
職
・
進
学
を
選
択
で
き
る

コ
ー
ス

●
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
締
切
　
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。

〈
一
般
曹
候
補
生
〉

●
概
要
　
生
涯
自
衛
官
と
し
て

陸
・
海
・
空
曹
と
し
て
必
要
な
資

質
を
養
う
コ
ー
ス

●
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
締
切
　
11
月
28
日（
木
）

〈
陸
上
自
衛
隊　
高
等
工
科
学
校
〉

●
概
要
　
16
歳
か
ら
自
衛
官
に
な

る
コ
ー
ス
、
将
来
の
技
術
系
自
衛

官
を
養
成
す
る
コ
ー
ス

●
資
格
　
男
子
で
中
卒
17
歳
未
満

●
受
付
締
切
　
令
和
７
年
１
月
16

日（
木
）

問
防
衛
省　
自
衛
隊
京
都
地
方
協

力
本
部　
亀
岡
募
集
案
内
所

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０

障
害
者
控
除
と
大
人
用
お
む
つ
代

の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

〈
障
害
者
控
除
〉

　
所
得
税
・
市
府
民
税
の
申
告
の

際
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
65
歳

以
上
の
要
介
護
認
定
の
あ
る
方

で
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢

者
な
ど
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
申
請
に

よ
り
申
告
対
象
年
分
の「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」の
交
付
を

受
け
、
申
告
の
際
に
提
示
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
大
人
用
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
〉

　
大
人
用
お
む
つ
代
が
医
療
費
控

除
の
対
象
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、

医
師
の
発
行
し
た「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」が
必
要
で
す
。

問
高
齢
福
祉
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

　

が
ん
検
診
の
大
事
な
お
知
ら
せ

〈
制
度
が
変
わ
り
ま
す
〉

　
令
和
７
年
度
か
ら
、
国
の
指
針

に
基
づ
き
、
次
の
が
ん
検
診
が
２

年
に
１
回
の
受
診（
年
度
末
に
偶

数
年
齢
の
方
）に
な
り
ま
す
。

・
子
宮
頸
が
ん
検
診（
20
歳
以
上

の
女
性
）

・
乳
が
ん
検
診（
40
歳
以
上
の
女

性
）

・
胃
が
ん
検
診（
40
歳
以
上
の
男

女
）

※
個
別
胃
が
ん
検
診
は
、
50
歳
以

上
で
内
視
鏡
検
診
が
追
加

※
詳
細
は
令
和
７
年
１
月
発
行
の

広
報
南
丹
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
毎
年
受
診

は
令
和
６
年
12
月
末
ま
で
〉

　
今
年
度
の
受
診
が
お
済
で
な
い

方
は
、
早
め
に
受
診
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　
20
歳
以
上
の
女
性

●
実
施
期
間　
令
和
6
年
12
月
末

ま
で

●
費
用　
５
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
対
象
者（
Ｈ
15
．
4
．

2
～
Ｈ
16
．
4
．
1
生
ま
れ
の

方
）と
70
歳
以
上
は
無
料

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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子
育
て
支
援

「
ほ
め
て 
ハ
ッ
ピ
ー
☆sm

ile

講

座
・
後
期
」を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
12
月
12
日
、
26
日
、

１
月
９
日
、
23
日

※
い
ず
れ
も
木
曜
日　
各
日
午
前

10
時
～
11
時
30
分

※
全
４
回
と
も
欠
席
の
な
い
よ
う

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
　
市
役
所
会
議
室

●
対
象
者
　
就
学
前
児
童
の
保
護

者●
募
集
人
数
　
10
人

●
内
容
　「
ほ
め
る
育
児
」を
テ
ー

マ
に
少
人
数
登
録
制
の
シ
リ
ー
ズ

講
座

●
託
児
　
希
望
者
に
は
託
児（
無

料
）を
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
12
月
５
日（
木
）ま

で
に
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
Ｄ
Ｍ
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

b
e
-k
o
d
o
m
o
@
c
ity
.

nantan.lg.jp

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
1
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法
　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
１
月
の
事
業
の
申
し
込

み
受
付
は
、
12
月
２
日（
月
）か
ら

行
い
ま
す
。

●
参
加
人
数
　
親
子
40
人
程
度

〈
お
話
会
〉　

●
日
時
　
１
月
17
日（
金
） 

午
前

10
時
30
分
～
11
時

●
場
所
　
横
田
公
民
館

〈
子
育
て
広
場
０
歳
児
～
〉　

●
日
時
　
１
月
20
日（
月
） 

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容「
お
ん
ぶ
・
抱
っ
こ
の
仕

方
」

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
０
歳

～
）〉

●
日
時
　
１
月
24
日（
金
） 

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時
　
１
月
27
日（
月
） 

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

よ
っ
と
い
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ
フ
ェ

〈
12
月
〉

　
ち
ょ
っ
と
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
12
月
７
日（
土
）　
午
前

10
時
～
正
午

●
場
所
　
平
屋
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー　
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

●
参
加
費
　
８
０
０
円（
軽
食
・

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
手
作
り
お

や
つ
付
き
）

●
予
約
　
12
月
５
日（
木
）ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
や
ま
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
よ
っ
と
い
で
」

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
５
－
０
３
５
５

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
12
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

隔
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
殿
田
交
流
セ
ン
タ
ー

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）　

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
2
階
多
目

的
室

インスタグラム
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お知らせコーナー
〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

　

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用

い
て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ

り
・
冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不

調
・
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の

心
と
身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時
　
12
月
23
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

●
講
師
　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　
安
藤
智
華
子
さ
ん

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費
　

1
，
5
0
0
円
、
託

児
付
き
2
，
0
0
0
円

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
ＴＥＬ080-3857-8119　　　

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談（要予約）12月11日、25日（い
ずれも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
ＴＥＬ0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 12月10日（火） 13：30～16：00 八木市民センター

京都地方法務局園部
支局
ＴＥＬ0771-62-0208

健
康

出張がん
個別相談

（要予約）

12月17日（火）
※実施日の前日午後
4時までに予約

13：30～15：30 京都府南丹保健所
京都府がん総合相談
支援センター
ＴＥＬ0120-078-394

く
ら
し

無料税務相談
（要予約）

12月5日（木）

13：30～16：30

亀岡商工会議所 園部納税協会
ＴＥＬ0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

12月12日（木） 園部納税協会
12月19日（木） 亀岡商工会議所
12月26日（木） 園部納税協会

1月9日（木） 亀岡商工会議所 ※12月26日（木）
までに予約

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

弁護士による相談
12月18日（水）
※12月11日（水）
までに予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
1階相談室 福祉相談課

ＴＥＬ0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 12月24日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
ＴＥＬ0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

12月21日（土）

13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課　
ＴＥＬ0771-68-0007

12月23日（月） そよかぜ八木
12月24日（火） そよかぜ日吉
12月27日（金） 京都太陽の園分場
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催
し

第
38
回
南
丹
人
権
フ
ェ
ス
タ
や
ぎ

を
開
催
し
ま
す

　
八
木
町
北
屋
賀
地
域
の
各
種
団

体
や
幼
児
学
園
の
園
児
、
小
学
生

中
学
生
に
よ
る
舞
台
発
表
や
作
品

展
示
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
子
ど
も
み
こ
し
の
巡
行

は
幼
児
学
園
の
園
児
と
小
学
生
が

行
い
ま
す
。

〈
子
ど
も
み
こ
し
巡
行
〉

●
日
時
　
12
月
７
日（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所
　
北
屋
賀
地
域
内

〈
舞
台
発
表
〉

●
日
時
　
12
月
８
日（
日
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

●
場
所
　
八
木
東
部
文
化
セ
ン
タ

ー〈作
品
展
示
〉

●
日
時
　
12
月
５
日（
木
）
～
８

日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
最
終
日

は
午
前
11
時
30
分
）

●
場
所
　
八
木
東
部
文
化
セ
ン
タ

ー問
第
38
回
南
丹
人
権
フ
ェ
ス
タ
や

ぎ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
八
木
東
部
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
４
３
７
８

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
12
月
11
日
、
25
日（
各

水
曜
日
）午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
場
所
　
五
ケ
荘
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
森
の
学
び
舎
五
ケ
荘
）

●
内
容
　
健
康
体
操
、
健
康
教

室
、
福
祉・介
護
に
関
す
る
相
談
、

サ
ロ
ン

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
３
－
０
６
０
５

な
ん
た
ん
森
の
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

開
催
の
お
知
ら
せ

　

商
工
会
の
女
性
部
が「
町
の
賑

わ
い
笑
顔
で
未
来
を
紡
ご
う
」を

テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時
　
12
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
日
吉
産
業
振
興
会
館（
南

丹
市
日
吉
町
殿
田
尾
崎
８
－
1
）

●
内
容
　
出
店
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等

問
な
ん
た
ん
森
の
く
ら
し
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
２
－
０
２
２
4

東
胡
麻
の
名
峰
畑
ケ
岳
へ
の
ハ
イ

キ
ン
グ
の
募
集

●
日
時
　
12
月
15
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
出
発
～
正
午

●
場
所
　
東
胡
麻
区
会
議
所
集
合

（
日
吉
町
胡
麻
）

●
内
容
　
畑
ヶ
岳（
標
高
５
８
７

メ
ー
ト
ル
）へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

●
参
加
費
　
１
名
５
０
０
円　

●
服
装
　
長
袖
の
上
着（
ひ
っ
か

き
傷
防
止
）、
長
ズ
ボ
ン
、
登
山

で
き
る
靴
、
手
袋
、
帽
子
、
飲
み

物
、
好
き
な
お
菓
子
、
雨
具
、
保

険
証　

●
申
込
方
法
　
12
月
11
日（
水
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
東
胡
麻
文
化
振
興
会

ＴＥＬ
０
９
０
－
７
８
７
０
－
６
５
５
０

園
部
女
性
の
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈「
お
正
月
用
」生
け
花
嵯
峨
御
流

講
座
〉

●
日
時
　
12
月
19
日（
木
）　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
園
部
女
性
の
館

●
定
員
　
10
人

●
運
営
協
力
金
　
３
，
０
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

●
持
ち
物
　
お
花
用
ハ
サ
ミ
・
花

器（
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出

し
ま
す
）

●
申
込
方
法
　
12
月
12
日（
木
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈「
お
正
月
用
」フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
講
座
〉

●
日
程
　
12
月
25
日（
水
）

●
時
間
・
場
所
　
午
前
10
時
～
正

午
：
美
山
文
化
ホ
ー
ル
１
階
会
議

室午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
：
園

部
女
性
の
館

●
定
員
　
15
人

●
運
営
協
力
金
　
３
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

●
持
ち
物
　
お
花
用
ハ
サ
ミ
・
持

ち
帰
り
袋

●
申
込
方
法
　
12
月
18
日（
水
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
女
性
の
館　
休
館
日
〉

●
休
館
日
　
12
月
17
日（
火
）・
１

月
21
日（
火
）

問
園
部
女
性
の
館

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
２
９
８
６

第
33
回
新
春
席
書
会
参
加
者
募
集

●
日
時
　
令
和
７
年
1
月
11
日

（
土
）午
前
10
時
～

受
付
：
午
前
9
時
30
分
～

●
場
所　
園
部
文
化
会
館
3
階
練

習
室

●
参
加
対
象
　
小
学
生
以
上（
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
な
ら
可
）

●
持
ち
物
　
筆
、
文
鎮（
貸
出
あ

り
ま
す
）

●
定
員
　
30
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
12
月
19
日（
木
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
園
部
町
文
化
協
会（
園
部
文
化

会
館
内
）（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

行
政
・
法
律

行政相談 12月10日（火） 13：30～15：30 園部文化会館
3階会議室

京都行政監視相談セ
ンター
ＴＥＬ075-802-1100
総務課
ＴＥＬ0771-68-0002

無料法律相談会
（要予約）

12月17日（火）
13：00～16：00

市役所日吉支所
１階食堂 総務課

ＴＥＬ0771-68-00021月14日（火） 八木市民センター
会議室３
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ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
２
０

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
４
０

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp水
引
で
彩
る
し
め
縄
飾
り

●
日
時
　
12
月
21
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

午
後
３
時

12
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
会
議
室（
南
丹
市
八

木
町
西
田
）

●
持
ち
物
　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

●
参
加
料
　
３
，
０
０
０
円

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会　
口
丹
波
勤
労
者
福
祉
会
館

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

「
し
め
縄
づ
く
り
」参
加
者
募
集
の

お
知
ら
せ

●
日
時
　
12
月
22
日（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
日
吉
町
郷
土
資
料
館

●
内
容
　
お
正
月
の
し
め
縄
づ
く

り●
参
加
費
　

1
人
５
０
０
円（
入

館
料
別
）

●
募
集
人
数
　
15
名

●
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
吉
町
郷
土
資
料
館

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
６
９

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
相
談
会
＆
栄
養
の
お
話
会

　
活
動
量
計
や
か
ら
だ
カ
ル
テ
等

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
相
談
、

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
栄
養
士
に

よ
る
冬
場
の
健
康
管
理
情
報
も
お

届
け
し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
26
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
市
役
所
中
央
庁
舎
２
階

防
災
会
議
室

●
定
員
　
20
名

●
持
ち
物

・
新
規
の
方　
初
回
登
録
セ
ッ
ト

・
既
存
参
加
者
の
方　
活
動
量
計
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
お
持
ち
の
方
）

●
申
込
方
法
　
実
施
日
の
３
日
前

ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
天
文
教
室
〉

●
日
時
　
12
月
７
日（
土
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場
所
　
丹
波
天
文
館

●
内
容
　
月
、
金
星
、
土
星
、
木

星
、
秋
の
星
座
観
望
な
ど

●
参
加
費
　
３
０
０
円

●
定
員
　
30
人
程
度

●
対
象
　
小
学
生
以
上（
保
護
者

同
伴
）

●
申
込
方
法
　
12
月
６
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
し
め
縄
教
室
〉

●
日
時
　
12
月
15
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●
場
所
　
旧
宿
泊
所
会
議
室

●
内
容
　
し
め
縄
飾
り
を
作
ろ
う

●
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円

●
定
員
　
20
人

●
対
象
　
ど
な
た
で
も

●
申
込
方
法
　
12
月
８
日（
日
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
８
２
－
０
４
８
０

kouen@
kyoto-tanbapark.

or.jp

南
丹
市
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会　
参
加

者
募
集
中

●
日
時
　
令
和
７
年
１
月
25
日

（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

受
付
：
午
前
９
時
～

●
場
所
　
園
部
公
園
陸
上
競
技
場

●
参
加
料
　

小
学
生
未
満
１
人
１
０
０
円
、

小
学
生
以
上
１
人
５
０
０
円

●
対
象
　
小
学
生
以
上
の
南
丹
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
保

護
者
付
き
添
い
の
場
合
に
限
り
、

小
学
生
未
満
の
参
加
可
能
で
す
。

※「
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト（
50

ポ
イ
ン
ト
）」付
与
の
対
象
事
業
で

す
。

問
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

sp
o
rts@

city.nantan.
lg.jpわ

く
わ
く
な
ん
た
ん「
ス
ポ
ー
ツ

基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
会
」

●
日
時
・
内
容
　

①
12
月
１
日（
日
）

午
後
１
時
～
３
時

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

②
12
月
８
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

③
12
月
15
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

運
動
前
の
体
づ
く
り
講
座

④
12
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

ヨ
ガ

●
場
所
　
園
部
海
洋
セ
ン
タ
ー

●
定
員
　
各
先
着
30
名

●
申
込
方
法
　
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

郵
送
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
イ
ベ
ン
ト
開
催
日

の
３
日
前
ま
で

●
そ
の
他
　
飲
料
水
・
屋
内
シ
ュ

ー
ズ
・
５
本
指
靴
下（
講
座
の
場

合
）

※「
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト（
50

ポ
イ
ン
ト
）」付
与
の
対
象
事
業
で

す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
キ
ッ
ズ
カ
ー
ニ
バ
ル
〉

●
日
時
　
12
月
８
日（
日
）

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館

１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

●
概
要
　
各
国
の
文
化
の
紹
介
や

衣
装
の
体
験
、
子
ど
も
絵
画
コ
ン

南丹市
ホームページ

申込フォーム
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ク
ー
ル
表
彰
式
を
実
施
し
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

〈
社
会
人
向
け
英
会
話
講
座
〉

●
講
座
　

①
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ（
入
門
）　

毎
週
水
曜
日（
１
月
８
日
～
３
月

12
日
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

国
際
交
流
会
館
２
階

②
初
級　

毎
週
金
曜
日（
１
月
10
日
～
３
月

14
日
）　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

③
中
級　

毎
週
火
曜
日（
１
月
７
日
～
３
月

25
日
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

国
際
交
流
会
館
２
階

●
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
お

お
む
ね
18
歳
以
上
の
方

●
料
金
　

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
初
級
講
座

８
，
０
０
０
円

・
中
級
講
座
９
，
０
０
０
円

（
全
10
回
分　
初
回
徴
収
）

●
定
員
　
各
10
名（
先
着
順
）

〈
小
学
生
向
け
英
会
話
講
座
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日（
１
月
９

日
～
３
月
13
日
）　　

午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分

●
会
場
　
国
際
交
流
会
館
２
階

●
対
象
　
小
学
２
年
生
、
３
年
生

●
料
金
　
３
，
０
０
０
円

（
全
10
回
分　
初
回
徴
収
）

●
定
員
　
10
名（
先
着
順
）

問
南
丹
市
国
際
交
流
協
会

（
火
～
金　
午
後
０
時
30
分
～
４

時
30
分
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

国
内
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大
き

く
見
直
し
と
な
り
ま
し
た

　
国
内
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
化

学
物
質
の
中
に
は
、
危
険
性
や
有

害
性
を
持
つ
物
質
が
多
く
あ
る
た

め
労
働
者
が
安
全
に
働
け
る
よ
う

に
化
学
物
質
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の

改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
職
場
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大

き
く
見
直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
労

働
者
健
康
安
全
機
構
労
働
安
全
衛

生
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管

理
無
料
相
談
窓
口

ＴＥＬ
０
５
０
－
５
５
７
７
－
４
８
６
２

No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/
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新
刊
紹
介

『
は
じ
め
て
の
靴
下
ダ
ー
ニ
ン
グ
』

著
者
／
野
口
　
光

発
行
／
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

『
な
に
が
で
き
る
か
な
？
』

絵
／
植
田
　
ま
ほ
子

料
理
／
ワ
タ
ナ
ベ
　
マ
キ

ス
タ
イ
リ
ン
グ
／
駒
井
　
京
子

発
行
／
主
婦
と
生
活
社

　

今
年
度
も
図
書
館
職
員
が
皆

様
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を

選
ん
で「
読
書
活
動
推
進
図
書
」

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

第
２
次
南
丹
市
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画
に
お
い
て
目

標
と
し
て
い
る「
生
涯
に
わ
た
っ

て
心
豊
か
に
学
び
続
け
る
力
を

育
む
」こ
と
を
目
指
し
、
今
年
度

は
児
童
書
や
絵
本
に
加
え
て
中

高
生
か
ら
大
人
の
皆
さ
ん
の
読

書
に
も
役
立
つ
一
般
書（
大
人
向

け
）も
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
よ
り

多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
も
ら

読
書
活
動
推
進
図
書
を
購
入
し
ま
し
た

い
、
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
国

語
の
教
科
書
が
改
訂
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
国
語
の
教
科
書
に

新
た
に
掲
載
さ
れ
た
本
で
南
丹

市
立
図
書
館
に
所
蔵
が
無
い
も

の
も
購
入
し
ま
し
た
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

南
丹
市
立
図
書
館
各
館
で
は

今
年
度
購
入
し
た「
読
書
活
動
推

進
図
書
」の
巡
回
展
示
を
し
て
い

ま
す
。

　

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,625人（−29）
　（男：14,405人

（−18）
・女：15,220人

（−11）
）

●世帯数：14,271世帯（−3）
（令和6年11月1日現在）

（　）内は前月比

広報南丹

　
夏
も
終
わ
っ
て
そ
ろ
そ
ろ

秋
だ
な
と
思
っ
て
い
る
と
、

気
づ
い
た
ら
冬
間
近
。
時
間

の
流
れ
が
早
く
感
じ
ま
す
。

そ
も
そ
も
最
近
は
春
や
秋
と

い
っ
た
過
ご
し
や
す
い
季
節

が
短
く
感
じ
る
の
は
気
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調

を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

 

編
集
後
記

氏
、
森
氏
、
荘
林
氏
、
田
中
氏
、
蜷
川
氏
、
内
藤
氏

の
国
衆
が
み
ら
れ
る
。
日
吉
や
美
山
に
は
宇
野
氏
、

塩
貝
氏
、
小
林
氏
、
川
勝
氏
ほ
か
、
寺
院
勢
力
も
力

を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
外
か
ら
も
須
知
氏
、

波
多
野
氏
、
宇
津
氏
が
支
配
拡
大
を
狙
う
。
も
っ
と

研
究
が
進
め
ば
、
さ
ら
に
国
衆
や
仕
え
た
地
侍
や
有

力
農
民
の
名
前
も
挙
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

歴
史
を
未
来
へ
と
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
建
造

物
等
の
文
化
財
を
保
存
し
、
ま
た
古
文
書
等
の
資
料

に
よ
り
文
字
や
写
真
で
記
録
を
残
し
て
い
く
こ
と
が

中
心
。
し
か
し
伝
統
芸
能
な
ど
無
形
の
文
化
財
は
人

が
歴
史
を
受
け
継
ぐ
。
日
吉
の
梅
若
能
も
連
面
と
し

て
梅
若
家
が
能
を
現
代
へ
と
引
き
継
い
で
き
た
。
な

ら
ば
南
丹
市
の
国
衆
も
子
孫
や
一
族
や
家
臣
が
国
衆

を
名
乗
り
、
相
即
不
離
の
山
城
保
存
と
抱
き
合
わ
せ
、

人
ま
た
は
人
の
集
団
が
世
代
を
繋
ぎ
国
衆
の
歴
史
を

受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

既
に
埴
生
城
と
野
々
口
氏
、
小
畠
城
と
小
畠
氏
、

今
宮
城
と
川
勝
氏
、
新
庄
城
と
井
上
氏
な
ど
国
衆
と

城
を
守
り
伝
え
る
動
き
は
こ
こ
数
年
広
が
っ
て
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
時
代
の
装
束
に
身
を
包
み
国
衆
サ
ミ
ッ
ト

や
国
衆
祭
り
な
ど
継
続
的
イ
ベ
ン
ト
の
構
想
が
具
体

化
す
れ
ば
と
望
む
と
こ
ろ
。

　
　
南
丹
市
長　
　

西
村
良
平

　

森
田
健
作
・
桜
田
淳
子
・
都
は
る
み
…
、
数
多
く

の
歌
手
や
俳
優
、
芸
人
を
育
て
て
き
た
有
名
な
芸
能

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン「
サ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」の
会
長
で

あ
る
相
澤
正
久
氏
は
南
丹
市
の
文
化
観
光
大
使
。
中

世
城
郭
の
研
究
家
で
も
あ
り
、
相
澤
氏
に
は
昨
年
園

部
城
祭
り
に
て
講
演
を
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
彼
の
ご
先
祖（
ル
ー
ツ
）は
、
八
木
町
室
橋
文
覚（
も

ん
が
く
）池
の
北
西
山
頂
に
か
つ
て
あ
っ
た
新
庄
城
の

城
主
で
、
八
木
城
に
て
丹
波
を
支
配
し
て
い
た
内
藤

氏
の
小
守
護
代（
守
護
代
に
仕
え
る
役
職
）井
上
氏
。

こ
の
ご
縁
で
大
使
に
就
任
い
た
だ
い
た
。
因
み
に
井

上
氏
の
屋
敷
は
八
木
町
船
枝
山
麓
に
今
も
あ
り
、
敷

地
の
周
り
は
土
塀
と
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
武
士
の
館

に
ふ
さ
わ
し
い
様
相
で
、
現
在
も
井
上
氏
の
子
孫
が

住
ま
わ
れ
て
い
る
。

　

室
町
時
代
末
期
、
丹
波
の
地
は
有
力
国
衆
が
群
雄

割
拠
。
南
丹
市
域
に
は
80
を
超
え
る
城
館
跡
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
、
そ
の
数
だ
け
の
大
小
国
衆
等
が
い
た

こ
と
に
な
る
。
井
上
氏
も
そ
の
一
人
。
そ
れ
は
随
分

と
遠
い
昔
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
子
孫
が
分
か
る
と
、

ほ
ん
の
少
し
前
の
時
代
の
よ
う
に
思
え
る
。
そ
う
い

え
ば
明
智
光
秀
に
仕
え
た
園
部
の
小
畠
氏
の
子
孫
や
、

南
丹
市
で
ジ
ョ
ア
ン
の
オ
ペ
ラ
を
企
画
・
出
演
さ
れ

た
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
の
子
孫
も
ご
活
躍
中
。

　

市
内
の
国
衆
の
お
よ
そ
わ
か
っ
て
い
る
名
前
を
挙

げ
る
と
、
や
は
り
現
代
の
名
前
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
園
部
や
八
木
に
は
野
々
口
氏
、
小
畠

▲庭のタマスダレ


